
提
　
言

提
言
取
り
ま
と
め
の
背
景

　

地
方
の
活
性
化
は
、
我
が
国
の
持
続
的
な
成
長
に

向
け
た
重
要
課
題
の
１
つ
と
し
て
、
様
々
な
取
り
組

み
が
官
民
で
行
わ
れ
て
き
た
。
総
務
省
や
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を
は
じ
め
、
政
府
に
お
い

て
地
方
創
生
に
関
す
る
各
種
施
策
が
展
開
さ
れ
る
と

と
も
に
、
経
団
連
で
も
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
や

各
地
に
お
け
る
産
業
振
興
等
、
地
方
の
活
性
化
を
図

っ
て
き
た
。

　

そ
れ
ら
の
施
策
を
講
じ
る
に
際
し
て
、
こ
れ
ま
で

課
題
に
な
っ
て
き
た
の
は
「
人
の
流
れ
」、
す
な
わ

ち
地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
恒
常
的
な
人
口
流
出
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡

大
を
契
機
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
経
験
や
過
密
回
避
へ

の
意
識
か
ら
地
方
居
住
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
人
の

流
れ
に
つ
い
て
変
化
の
兆
し
が
表
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
経
団
連
で
は
、
地
方
の
活
性
化
に
つ
い
て
改
め

て
検
討
を
深
め
る
べ
く
、
提
言
「w

ith/post

コ
ロ

ナ
の
地
方
活
性
化
─
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流

れ
の
創
出
に
向
け
て
─
」（
２
０
２
０
年
11
月
）を
取

り
ま
と
め
た（
図
表
参
照
）。

コ
ロ
ナ
を
契
機
と
し
た 

地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出

　

人
の
流
れ
の
変
化
は
デ
ー
タ
に
表
れ
て
お
り
、
２

０
２
０
年
７
月
に
は
東
京
圏
が
統
計
開
始
以
降
初
め

て
転
出
超
過
と
な
っ
た

（
注
１
）。
ま
た
、
今
回
の
感
染
症
の

影
響
下
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
経
験
者
は
通
常
通
り

の
勤
務
者
と
比
べ
て
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
い

と
の
調
査
結
果
も
あ
る

（
注
２
）。
企
業
側
に
も
変
化
の
兆
し

が
表
れ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点
等
か
ら
拠
点
の
あ
り
方
を

見
直
す
企
業
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
、
東
京
に
本

社
を
有
す
る
企
業
に
対
し
経
団
連
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

（
注
３
）か
ら
う
か
が
え
る
。
本
社
機
能
の
全
部

ま
た
は
一
部
の
移
転
を
「
実
施
中
」「
検
討
中
」「
今

後
検
討
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は

22
・
６
％
と
、
５
年
前
の
調
査

（
注
４
）結
果
の
７
・
５
％
と

比
べ
増
加
し
て
お
り
、
今
後
、
東
京
圏
か
ら
地
方
へ

の
人
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

人
を
惹
き
つ
け
る
地
域
づ
く
り
が
課
題

　

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し
、
そ

れ
が
就
業
面
で
地
方
居
住
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
つ
つ

あ
る
な
ど
、
環
境
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
変
化

を
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
地
方
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

人
を
惹
き
つ
け
る
地
域
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。

通
信
・
交
通
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
や
、
安
心

審議員会議長
地域経済活性化委員長
野村ホールディングス特別顧問

古
こが

賀 信
のぶゆき

行

地域経済活性化委員長
近鉄グループホールデ
ィングス会長

小
こばやし

林 哲
てつや

也

地域経済活性化委員長
出光興産特別顧問

月
つきおか

岡 隆
たかし

ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
方
活
性
化

─
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
に
向
け
て
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し
て
生
活
出
来
る
た
め
の
医
療
・
教
育
環
境
の
整
備
、

さ
ら
に
は
地
域
資
源
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
活
用
し

た
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
な
ど
、

多
様
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
視
点
や
政

府
・
地
方
自
治
体
へ
の
提
言
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る 

内
発
型
の
地
域
づ
く
り

　

地
方
自
治
体
を
中
心
に
、
地
元
の
企
業
や
大
学
、

大
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
の
推
進
に
加

え
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
内
発
型
の
活
性
化
に
取

り
組
み
、
市
場
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
多
様
な
主
体
の
連
携
は
新
た
な
価
値
の
創

造
へ
の
期
待
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
地
で
の
点
と

体
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
３
原
則
の
徹
底
を
求
め

る
。
例
え
ば
、
地
方
自
治
体
が
持
つ
情
報
は
、
地
域

課
題
の
解
決
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
れ
得
る
が
、
地

方
自
治
の
観
点
か
ら
デ
ー
タ
の
様
式
が
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
共
有
や
民
間
で
の
活

用
が
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
・
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
情
報

の
や
り
取
り
等
を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

政
府
に
は
、
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン

ト
の
実
現
に
向
け
、
強
力
な
推
進
体
制
の
も
と
で
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
の
作
成
と
導
入
の
促
進

を
は
じ
め
、
人
的
・
予
算
的
・
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
求
め
る
。

今
後
の
経
団
連
の
取
り
組
み

　

地
方
活
性
化
に
は
、
多
様
な
担
い
手
の
連
携
と
共

創
・
協
創
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
効
果
を

発
揮
す
る
。
経
団
連
と
し
て
も
、
政
府
、
地
方
自
治

体
、
業
界
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
魅
力
的
な

地
域
づ
く
り
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

し
て
の
取
り
組
み
が
面
と
な
り
、
周
辺
地
域
へ
の
波

及
効
果
を
生
み
出
し
、
産
業
集
積
の
形
成
や
圏
域
全

体
の
活
性
化
の
実
現
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

経
団
連
会
員
企
業
・
団
体
等
で
は
既
に
、
地
域
資
源

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
デ
ー
タ
を
活
か
し
て
地
方
の
経

済
社
会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
経
団
連
と

し
て
は
、
好
事
例
を
積
極
的
に
発
信
し

（
注
５
）、
連
携
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。

政
府
・
地
方
自
治
体
へ
の
提
言

─
提
言
１
　
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
推
進

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
に
欠
か
せ

な
い
機
能
の
充
実
も
重
要
で
あ
る
。
人
口
減
少
が
続

く
中
、
全
て
の
地
方
自
治
体
が
フ
ル
セ
ッ
ト
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
広
域

連
携
に
よ
っ
て
圏
域
と
し
て
の
人
口
の
確
保
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
集
約
化
を
図
る
と
と
も
に
、
経
済
圏
域

の
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
人
口
20
万

人
以
上
の
都
市
が
近
隣
市
町
村
と
形
成
す
る
「
連
携

中
枢
都
市
圏
構
想
」
を
活
用
し
、
課
題
に
応
じ
た
柔

軟
か
つ
重
層
的
な
広
域
連
携
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
。

政
府
に
は
、
制
度
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
て
、
地

方
自
治
体
へ
の
広
域
連
携
に
関
す
る
情
報
提
供
に
加

え
、
分
か
り
や
す
く
使
い
勝
手
の
良
い
体
系
へ
の
再

構
築
等
を
求
め
る
。

─
提
言
２
　�

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン

ト
の
実
現

　

圏
域
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
民
間
に
よ
る
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
・
地

域
の
枠
を
超
え
て
情
報
を
共
有
し
、
デ
ー
タ
を
利
活

用
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
推
進
に
向
け
、
地
方
自
治

（
注
１
）�総
務
省
「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」http://w

w
w
.stat.

go.jp/data/idou/

（
注
２
）�内
閣
府
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る

生
活
意
識
・
行
動
の
変
化
に
関
す
る
調
査
」（
２
０
２
０
年
６
月
）

https://w
w
w
5.cao.go.jp/keizai2/m

anzoku/pdf/
shiryo2.pdf

（
注
３
）�経
団
連
「
東
京
圏
か
ら
の
人
の
流
れ
の
創
出
に
関
す
る
緊
急�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」（
２
０
２
０
年
11
月
）http://w

w
w
.�

keidanren.or.jp/policy/2020/111_chosakekka.pdf

（
注
４
）�経
団
連
「
本
社
機
能
の
地
方
移
転
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」

（
２
０
１
５
年
９
月
）https://w

w
w
.keidanren.or.jp/policy/�

2015/079a.pdf

（
注
５
）�経
団
連
「w

ith/post

コ
ロ
ナ
の
地
方
活
性
化
─
東
京
圏
か
ら
地
方

へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
に
向
け
て
─
」事
例
編（
２
０
２
０
年
11
月
）

http://w
w
w
.keidanren.or.jp/policy/2020/111_jirei.pdf

図表　��with/postコロナの地方活性化�
─東京圏から地方への人の流れの創出に向けて─概要

現状
地方の活性化に不可欠な人の流れの創出は道半ば

新型コロナをきっかけに地方居住への関心が上昇

提言の趣旨 地方への人の流れの創出について
議論を深めるタイミング

課　題 「人を惹きつける地域づくり」

魅力ある地域づくりに向けた3つの視点

内発型の地域づくり
多様な主体による連携
を通じた地域課題の解
決や圏域全体の活性化

地方自治体の広域連携
連携中枢都市圏構想の
推進と広域連携の制度
体系の再構築

地方におけるDX
地方自治体のデジタル
ガバメントの実現
　

経団連の
取り組み

政府・地方自治体等多様な担い手と連携し、
主体的に活動
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